
「いざ」という時に備えて
（９月１日 総合防災訓練）

「いざ」という時に備えて
（９月１日 総合防災訓練）
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津
中
学
校
体
育
館
で
は
田

中
自
主
防
災
会
、
下
峰
自

主
防
災
会
、
河
津
中
学
校
生
徒
、

河
津
町
消
防
団
第
４
分
団
、
第
１０

分
団
、
陸
上
自
衛
隊
が
協
働
し
て
、

会
場
型
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
主
に
次
の
４
つ
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

・
自
衛
隊
の
指
導
に
よ
る
止
血
法
・

担
架
搬
送
な
ど
の
応
急
救
護
訓
練

・
陸
上
自
衛
隊
の
災
害
救
助
時
に

使
用
す
る
装
備
品
の
展
示
説
明

・
消
防
団
の
指
導
に
よ
る
消
火
器

操
作
訓
練

・
自
衛
隊
と
自
主
防
災
会
に
よ
る

炊
き
出
し
訓
練

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
国
内
外

で
起
き
て
い
る
大
災
害
を
対
岸
の

火
事
と
思
わ
ず
に
、
日
頃
か
ら
十

分
注
意
し
、大
災
害
に
備
え
ま
し
ょ

う
。次

の
ペ
ー
ジ
で
は
、
災
害
が
起

き
た
時
の
、
安
否
確
認
方
法
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
も
こ
の
機
会
に
一
度
、
ご
家
族

で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
型
訓
練
に
中
学
生
参
加

月
１
日
の
防
災
の
日
に

あ
わ
せ
て
、
河
津
町
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
厳
し
い
残
暑
の
中
、
町

内
全
域
で
昨
年
を
上
回
る
約
３

６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
海
地
震
等
の
大
規
模
地
震

が
突
発
的
に
発
生
し
た
場
合
を

想
定
し
て
、
国
、
県
、
町
、
自

主
防
災
組
織
、
防
災
関
係
機
関
、

事
業
所
等
が
連
携
し
、
地
域
の

防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

時

分
の
地
震
発
生
、

３０
８
時

分
の
大
津
波
警

３３

報
発
表
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、

各
世
帯
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

あ
る
避
難
地
に
避
難
し
た
後
、
各

自
主
防
災
会
で
計
画
し
た
訓
練

会
場
へ
集
合
し
情
報
伝
達
訓
練

や
、
消
火
訓
練
、
炊
き
出
し
訓

練
等
、
各
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

域
の
自
主
防
災
会
・
防
災
士
・

消
防
団
等
と
の
協
働
に
よ
り
、

「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
、
自

ら
の
地
域
は
皆
で
守
る
」
と
い

う
「
自
助
・
共
助
」
の
意
識
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

町
内
各
地
で
防
災
訓
練
実
施

有
事
に
備
え
て
訓
練
実
施

町
内
で
約
３
６
０
０
人
参
加

９
月
１
日

町
総
合
防
災
訓
練

９河

毛布で作った担架に先生を乗せて持ち上げる生徒

ＡＥＤと人形を用いた応急救護訓練

炊き出し訓練災害時に使用する装備品の展示説明 ラップを使った止血法を教わる生徒 新聞紙とタオルを使った応急処置法を実践 消防団による消火器操作訓練

「
自
助
・
共
助
」
の
意
識
醸
成

「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
備
え
て

８大
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災害時の家族との連絡方災害時の家族との連絡方法法

◆災害用伝言ダイヤル「１７１」
震度６以上の地震など、大きな災害の発生により、被災地へ電話がつながりにくい状況になった場合に利用

できる声の伝言板です。

①『１７１』にダイヤルする。

⇒

②録音の場合『１』を押す。

⇒

③自宅の電話番号をダイヤルする。

『０５５８－○○ー○○○○』

⇒

④『１』を押す。

⇒

⑤録音する。（３０秒以内）

（ ） です。 は です。

（ ）にいます。

⇒

⑥『９』を押す。

伝言の録音

①『１７１』にダイヤルする。

⇒

②再生の場合『２』を押す。

⇒

③自宅の電話番号をダイヤルする。

『０５５８－○○ー○○○○ 』

⇒

④『１』を押す。

⇒

⑤再生がはじまる。

伝言の再生

伝言サービスの体験について

・毎月１日と１５日・正月三が日（１/１～１/３）

・防災とボランティア週間（１/１５～１/２１）

※上記以外でも体験できる場合がありますのでホーム

ページなどで確認してください。

◆あらかじめ家族の集合場所を決めておく
災害で家が壊れたり、焼けたりして住むことができず、家族と連絡が取れない場合のため

に、家族で集合場所を話し合っておきましょう。

◆ケータイ、スマートフォンの「災害用伝言板」
災害用伝言板は、震度６弱以上の地震など、大きな災害が発生した場合に携帯電話のネット上に緊急に設け

られます。

①トップ画面の『災害用伝言板』を選ぶ。

⇒

②『災害用伝言板』の画面が現れたら、

『安否の登録』を選ぶ。

⇒

③『伝えたい項目を選ぶ』

(伝えたいことも書き込めます）

⇒

④その画面で『登録』を選ぶ。

⇒

⑤伝言の登録が完了。

伝言の登録

①トップ画面の『災害用伝言板』を選ぶ。

⇒

②『災害用伝言板』の画面が現れたら、

『安否の確認』を選ぶ。

⇒

③『相手の携帯番号を入れる』

⇒

④その画面で『検索』を選ぶ。

⇒

⑤伝言の検索結果が表示。

伝言の確認

度
の
疾
患
を
持
つ
人

実
施
期
間

月
１
日
～
平
成

年
１
月

日

１０

２９

１０

自
己
負
担
金

２
千
円
（
接
種
料
か
ら
自
己
負
担

金
を
差
し
引
い
た
金
額
を
町
が
負

担
し
ま
す
）

接
種
方
法

予
防
接
種
を
行
う
際
は
、
事
前
に

医
療
機
関
へ
予
約
し
、
接
種
予
診

票
（
個
別
通
知
同
封
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

※
町
で
実
施
し
て
い
る
医
療
機

関
以
外
で
接
種
を
希
望
す
る
場

合
は
、
事
前
に
保
健
福
祉
課
健

康
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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news
and
info

info

人
の
有
識
者
を
委
嘱

１４

第
１
回
河
津
町
総
合
戦
略
推
進

会
議
が
９
月
２
日
、
役
場
災
害
対

策
本
部
室
で
開
催
さ
れ
、
相
馬
宏

行
町
長
は
、
石
橋
ひ
ろ
み
さ
ん

第
１
回
河
津
町
総
合
戦
略
推
進
会
議

（
く
れ
よ
ん
く
ら
ぶ
代
表
）
ら
１４

人
の
有
識
者
に
委
員
を
委
嘱
し
ま

し
た
。

こ
の
総
合
戦
略
は
、「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、

昨
年
度
策
定
し
た
も
の
で
す
。
会

議
で
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
策
定

事
業
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６

次
産
業
化
推
進
事
業
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
情
報
発
信
・
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

事
業
、
子
育
て
ス
マ
イ
ル
バ
ー
ス

デ
イ
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

検
証
を
行
い
ま
し
た
。

月

月
は

１１

１２

滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

info納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

県
と
県
内
の
市
町
は
、

月
と

１１

月
を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

１２と
位
置
づ
け
、
県
と
市
町
が
共
同

で
滞
納
整
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
は
、
福
祉
・
教
育
な
ど
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
納
期

町
指
定
金
融
機
関
に
あ
る
口
座
振

替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
税
を
滞
納
す
る
と
・
・
・

町
で
は
、
納
期
限
ま
で
に
町
税

を
納
め
な
い
人
に
「
督
促
状
」
を

送
付
し
て
、
自
主
的
な
納
付
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
納
付
期
限
内
に

納
付
し
な
い
と
、
本
来
の
税
額
の

ほ
か
に
「
督
促
手
数
料
」
や
「
延

滞
金
」
も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
特
別
な
理
由
が
な
く

納
税
の
意
思
が
認
め
ら
れ
な
い
滞

納
者
に
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

た
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

info

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

対
象
者

①
接
種
当
日
に

歳
以
上
の
人

６５

（
昭
和

年
１
月
１
日
以
前
に
生

２７

ま
れ
た
人
）

②

歳
以
上

歳
未
満
の
人
で
、

６０

６５

心
臓
・
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
障
が
い
、
ヒ
ト
免
疫
機
能
障
が

い
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程

ま
で
に
納
め
て
い
な
い
税
金
が
あ

る
人
は
、
早
め
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

安
心
・
便
利
な
「
口
座
振
替
」

町
で
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納

税
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
納
期
限

日
に
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
振

替
が
で
き
る
た
め
、
納
め
忘
れ
が

な
く
安
心
で
す
。
町
民
生
活
課
と

財
産
（
給
与
、
預
貯
金
、
生
命
保

険
、
不
動
産
な
ど
）
の
差
し
押
え

や
住
居
そ
の
他
の
捜
索
が
行
わ
れ

ま
す
。

納
税
に
困
っ
た
ら
相
談
を

災
害
や
盗
難
被
害
、
本
人
や
家

族
の
病
気
、
事
業
の
廃
止
や
失
業

な
ど
、
納
期
限
ま
で
に
納
税
が
で

き
な
い
場
合
は
、
町
民
生
活
課
徴

収
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
納
税
相
談
】

日
時
▼
月
曜
日
～
金
曜
日

８
時

分
～

時
（
祝
日
・
年

１５

１７

末
年
始
を
除
く
）

場
所
▼
町
民
生
活
課
徴
収
係

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
急
な
発

熱
や
全
身
の
倦
怠
感
、
関
節
の
痛

み
な
ど
を
特
徴
と
す
る
感
染
症
で
、

特
に
高
齢
者
は
肺
炎
な
ど
重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
で
、
重
症
化
を
防
止
す
る

あいさつを述べる相馬町長
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伊豆縦貫道天城北道路工事現場見学会が

８月２０日、伊豆市内の建設現場で行われま

した。町民２７人が参加し、建設中の「狩野

川横断高架橋（伊豆市月ヶ瀬）」、「湯ヶ島

第１高架橋（伊豆市矢熊）」、「湯ヶ島第２ト

ンネル（伊豆市雲金）」の３箇所を見学しま

した。参加者は工事担当者による模型やド

ローンで上空から撮影した映像資料などを

交えた説明に興味津々。工程や工法につい

て熱心に質問をしていました。

完成したかかしとともに

河津西小学校の５年生１１人が９月６日、総合的な学習

で取り組んでいる稲作体験の田んぼに手作りのかかし

を飾りました。児童たちは鳥の苦手な音や形、匂いな

どがするものを調べ、約１週間かけてかかしを作製し

ました。田んぼの所有者飯田重久さんらの審査のもと、

コンテストが行われ「アイデア賞」、「人に見えるで

賞」、「かわいいで賞」が３人の児童に贈られました。

最優秀賞となった筏場地区の花壇

キャンプファイヤーで火の神から授かった火を薪に点火する児童

西小学校で９月１日から３日まで、参加を希望した３年

生以上３８人が通学合宿を行いました。共同生活から社

会性を学んでもらおうと保護者が実行委員会を組織し、

毎年開催しています。初日は夕食に保護者が作ったカ

レーライスを食べ、学校のグラウンドでキャンプファ

イヤーやレクリエーションを行いました。湯ヶ野地区

にある踊り子荘に宿泊し他学年との交流を深めました。

社会性や思いやりの心を
西小学校で通学合宿

最優秀賞は筏場地区
かわづ花の会 町内花壇コンクール

アイデアあふれる１１体のかかし
西小学校 かかしコンテスト

伊豆一大事業の現場見学
伊豆縦貫道天城北道路工事現場見学

かわづ花の会（細川平吉会長代理）は８月２６日、平

成２８年度花壇コンクールを開催し、地区の代表者が、

各地区の花壇を審査しました。デザインと資材の工夫

等が評価され、筏場地区（県道沿い花壇）が最優秀賞

に選ばれました。優秀賞には下佐ヶ野地区（佐ヶ野橋

付近花壇）、田中地区（田中親水公園花壇）、町長賞に

は谷津地区（県道沿い花壇）が選ばれました。

写真上・狩野川横断高架橋を

見学する参加者

写真左・湯ヶ島第２トンネルを

見学する参加者

相
馬
宏
行
町
長
と
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
河
津
の
吉
野
康
男
会
長
、
山
本

虎
雄
副
会
長
は
、
９
月

・
１４

１５

日
、
敬
老
の
日
を
前
に
町
内
在
住

の
百
歳
以
上
の
長
寿
者
を
訪
問
し

ま
し
た
。

日
に
は
田
中
の
特
別
養
護
老

１５
人
ホ
ー
ム
「
サ
ン
シ
ニ
ア
河
津
」

を
訪
問
し
、
今
年
度
新
た
に
百
歳

を
迎
え
ら
れ
る
浦
川
ま
き
さ
ん

（

歳
）
＝
天
子
平
＝
に
お
祝
金

９９
と
記
念
品
を
贈
り
、「
こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く
だ

さ
い
」
と
長
寿
を
祝
福
し
ま
し

た
。

Topics

１００歳以上長寿者１０人を訪問

ま
た
、
町
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
、
飯
田
こ
と
さ
ん
（

歳
）

１０１

＝
上
佐
ヶ
野
＝
、
鈴
木
き
ぬ
さ
ん

（

歳
）
＝
笹
原
＝
、
石
井
あ
き

１０１
さ
ん
（

歳
）
＝
縄
地
＝
、
黒
田

１０２

は
ま
さ
ん
（

歳
）
＝
下
峰
＝
、

１０２

野
田
と
り
さ
ん
（

歳
）
＝
逆
川

１０２

＝
、
渡
邊
久
子
さ
ん
（

歳
）
＝

１０２

田
中
＝
、
片
岡
梅
雄
さ
ん
（
１０３

歳
）
＝
湯
ヶ
野
＝
、
古
山
正
代
さ

ん
（

歳
）
＝
上
佐
ヶ
野
＝
、
萩

１０３

原
志
げ
さ
ん
（

歳
）
＝
下
佐
ヶ

１０３

野
＝
の
９
人
に
は
、
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
町
敬
老
事
業
と
し
て
、

今
年
度
米
寿
（

歳
）
を
迎
え
ら

８８

れ
る

人
に
、
町
か
ら
記
念
品
の

６７

お
米
券
が
贈
ら
れ
、
町
助
成
事
業

と
し
て
町
内
各
地
区
主
催
の
敬
老

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今年度１００歳を迎える浦川まきさん

はつらつとした声で町長からの手紙を読み上げる
萩原志げさん

ユニークな実験にわくわく
サイエンスフェスティバルin河津

わくわくと実験に取り組む児童

南小学校で９月７日、東京都の一般社団法人「ディレ

クトフォース」の理科実験グループによる出前理科実

験授業「サイエンスフェスティバルin河津」が開かれ

ました。町内３小学校の５・６年生約１２０人が参加し「光

ファイバーで光の花を咲かせよう」、「風車を作って発

電しよう」、「紙飛行機を飛ばそう」、「香りの粒を作ろ

う」の４種類の実験に挑戦しました。
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爽やかスマイルの
フレッシュ支配人

長谷川 悟さん
はせがわ さとる

上峰

２７歳 A型 双子座

ホテル四季の蔵 勤務３１２

フ シュレッ

し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
自
分
も

医
療
の
道
に
進
み
た
い
、
人
の

命
を
助
け
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
医
療
関
係
の
仕
事
に
就

き
た
い
と
い
う
夢
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

医
療
関
係
の
仕
事
に
就
く
の

は
、
簡
単
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。だ
か
ら
、今
の
う
ち
か
ら
し
っ

か
り
勉
強
を
し
て
、
ま
ず
は
自

分
の
行
き
た
い
高
校
に
合
格
で

き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
分
野
も
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
う
の
で
、自
分
に
合
っ

た
も
の
を
見
つ
け
た
い
で
す
。

こ
の
夢
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
も
父
の
お
か
げ
で
す
。
絶
対

夢
を
叶
え
て
人
の
命
を
助
け
る

立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
医
療
関
係

の
仕
事
に
就
く
こ
と
で
す
。
こ

の
夢
を
持
っ
た
一
番
の
き
っ
か
け

は
父
に
あ
り
ま
し
た
。

大
好
き
だ
っ
た
私
の
父
は
、

昨
年
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
生
前
お
世
話
に
な
っ
た
病

院
の
看
護
師
さ
ん
た
ち
は
一
生

懸
命
父
の
治
療
に
あ
た
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
看
護
師

と
し
て
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
家
族
に
い
つ
も
優
し
く

声
を
か
け
て
く
れ
て
、
不
安
な

気
持
ち
を
取
り
除
い
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
看
護
師
さ
ん
た

ち
は
、
と
っ
て
も
頼
も
し
く
て
、

と
っ
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で

す
。
父
が
亡
く
な
っ
た
時
は
本

当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
し
か

人の命を助ける仕事
に就きたい

杉本 留海さん
すぎもと るみ

下佐ヶ野

河津中学校３年
２６

と
人
の
心
を
つ
か
め
ま
せ
ん
。

《
お
客
様
は
神
様
》
と
言
っ
て

は
大
げ
さ
で
す
が
、
要
望
が
あ

れ
ば
何
で
も
答
え
る
《
お
客
様

第
一
》
の
気
持
ち
で
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

休
み
の
時
で
も
、
つ
い
つ
い

仕
事
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う

ほ
ど
仕
事
熱
心
な
悟
さ
ん
。
時

間
が
あ
る
と
き
に
は
伊
東
市
や

県
外
へ
と
足
を
運
び
、
趣
味
の

バ
ス
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。

爽
や
か
イ
ケ
メ
ン
な
、フ
レ
ッ

シ
ュ
支
配
人
が
い
る
ホ
テ
ル
に

皆
さ
ん
も
一
度
泊
ま
り
に
来
ま

せ
ん
か
？

峰
の
ペ
ッ
ト
と
泊
ま
れ
る
ホ
テ

ル
「
ホ
テ
ル
四
季
の
蔵
」
に
勤

め
る
長
谷
川
悟
さ
ん
。
４
月
か

ら

歳
の
若
さ
で
ホ
テ
ル
の
支

２７
配
人
を
勤
め
て
い
ま
す
。

「
以
前
は
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ

ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
ま

し
た
。
お
客
さ
ま
が
僕
の
こ
と

を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

ほ
め
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
う
れ

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
支
配
人

に
な
っ
て
か
ら
は
、
ス
タ
ッ
フ

や
料
理
な
ど
、
周
り
の
こ
と
を

ほ
め
て
い
た
だ
け
る
こ
と
の
ほ

う
が
自
分
が
ほ
め
ら
れ
る
よ
り

も
う
れ
し
い
と
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
語
る
悟
さ
ん
。

「
お
客
さ
ま
や
ホ
テ
ル
・
ス
タ
ッ

フ
全
て
の
こ
と
を
把
握
し
な
い

【
取
材
】
長
岡

秀
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

保健室で調べものをする杉本さん
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図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.１６２

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

出版社著者名書 名（一般書）

ＮＨＫ出版梓澤 要城主になった女 井伊直虎

日本ヴォーグ社―
楽しい編み地のえりまき
Stole・Muffler・Neckwarmer・Collar

クレヨンハウス〈月刊ク-ヨン〉編集部/編
生きる力が育つ！
〈かしこい子〉になるごはん

小学館佐藤 愛子九十歳。何がめでたい

徳間書店月村 了衛水戸黄門 天下の副編集長

出版社著者名書 名（児童書）

小学館―
小学館の図鑑ＮＥＯ 乗りもの
鉄道・自動車・飛行機・船

小峰書店松原 巌樹/絵・文
公園でみつけよう
生きものの冬ごし

福音館書店
中西 敏夫/文
米本 久美子/絵

みらくるミルク

ポプラ社
いわさき きょうこ/ぶん
あらい ごろう/え

かさこじぞう

ＷＡＶＥ出版のぶみママのスマホになりたい

【開館時間】
９：００～１８：００土・日は１７時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館緯３４－１１１５

今月のおはなし会

「さくらの会」読み聞かせ会
１４時３０分～幼児向け

１０月９・２３日(日曜日)

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

１０時１０分～１０時３０分０・１・２歳児向け

１０時４０分～１１時２・３歳児向け

１０月６・１３・２０・２７日

(毎週木曜日)

１０時～１０時３０分幼児向け

１０月２２日(第４土曜日)

※都合により今月は第４土曜日になりますので
ご了承ください。

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

１５時５０分～１６時２０分小学生向け

１０月５・１２・１９・２６日

(毎週水曜日)

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
変更がある場合は、図書館に掲示します。

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と き：１０月２７日(木）１３時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成２８年６月生まれの赤ちゃん

「いざ、読書。」１０/２７～１１/９は秋の読書週間です

秋の読書週間にちなんで大人の「図書館へ行こうカード」

をカウンターで配布します。期間中、スタンプ３つで粗品を

差し上げます。（１１月２９日まで）

人それぞれの「いざ読書。」寝る前、通勤、通学中、不意

に空いた時間、それは突然やってきます。さあみなさん、い

つでもどこでも「いざ、読書。」

平成２８年度上半期ベストリーダーは・・・

一般書 児童書

ガンルージュ/月村 了衛 闇の本 /緑川 聖司

羊と鋼の森 /宮下 奈都 二日月 /いとう みく

坂の途中の家 /角田 光代 おばけずかんシリーズ /斉藤洋

絵本

どっちがへん？スペシャル /いわい としお

ちいさなちいさなふしぎなおみせ /さかいさちえ

いちごパフェエレベーター /石崎 なおこ

ＤＶＤ

・恋空 ・アナと雪の女王 ・映画クレヨンしんちゃん

大人のための読書会

■日時 １１月５日(土）１０時～

■会場 文化の家図書館生涯学習室

■講師 鈴木 基 氏

（町立文化の家運営協議会委員長）

随時、申し込みを受け付けています。

詳しくは町立文化の家図書館へ。

どっちがへん？スペシャル
（紀伊国屋書店）

Ｈ２８.１０

図書館カレンダー １０月
土金木水火月日

１

８７６５４３２

１５１４１３１２１１１０９

２２２１２０１９１８１７１６

２９２８２７２６２５２４２３

３１３０

は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

保存期限切れ雑誌の無料配布

■とき １１月１日（火）～

■場所 文化の家図書館カウンター横

〈お願い〉１人１０冊まで。なくなりしだ

い終了します。お持ち帰りの袋は各

自用意してください。ご希望の方は

お早めに！

ガンルージュ
（文藝春秋）
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●今月のテーマ

高齢化率３９．９％
肩車型社会

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

保健のお知らせ

地域包括支援センター 緯３４－１９３８

■育児相談

子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日 時 １１月１日(火)

９時３０分～１１時３０分

場 所 保健福祉センター

ふれあいホール

対象者 子育て中の保護者

内 容 身体測定、離乳食、育児相談

など

持ち物 母子健康手帳

■健康相談および母子健康手帳交付

日 時 １０月１７日(月)

１３時３０分～１５時３０分

１１月７日(月)

１３時３０分～１５時３０分

場 所 保健福祉センター

■のびのび発達検査（要予約）

日 時 １１月２８日(月)

場 所 保健福祉センター相談室２

２カ月に１回、児童相談所心理司に

よる精神発達精密検査と個別相談を行っ

ています。子どもの言葉の発達やしつ

けなどで心配なことがある人、利用し

たい人は、保健福祉課まで連絡してく

ださい。

保
健
福
祉
課

渡
邉

美
智
子

保
健
師

町
の
人
口
構
成
は
９
月
１
日

現
在
、

歳
以
上
が
３
０
０
０

６５

人
、

歳
以
下
が
１
０
９
８
人
、

１９
歳
か
ら

歳
が
３
４
１
２
人

２０

６４

で
す
。（
計
７
５
１
０
人
）

歳
か
ら

歳
ま
で
の
人
を

２０

６４

支
え
手
と
し
た
時
、
１.

１
３

人
で

歳
以
上
の
方
一
人
を
支

６５

え
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
胴
上
げ
型
社

会
・
騎
馬
戦
型
社
会
と
呼
ば
れ
、

複
数
の
若
者
が
高
齢
者
を
支
え

る
社
会
で
し
た
。
お
お
よ
そ
一

人
の
支
え
手
で
一
人
の
高
齢
者

を
支
え
る
こ
と
を
肩
車
型
社
会

と
い
い
ま
す
。
政
府
の
試
算
で

は
少
子
高
齢
化
に
よ
り
２
０
５

０
年
に
肩
車
型
社
会
が
訪
れ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
で
は

す
で
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
こ
の
肩
車
型
社
会
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
？

歳
以
上
だ
か
ら

６５

と
、
一
律
に
こ
の
肩
車
に
乗
る

を
生
か
し
、
仕
事
や
地
区
の
活

動
で
活
躍
し
て
い
る
人
、
お
孫

さ
ん
の
面
倒
を
見
る
人
な
ど
、

地
域
や
家
庭
で
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
人
は
、
支
え
手
と
し
て

今
後
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
加
齢
に
よ
り
支
援

や
介
護
が
必
要
と
な
る
こ
と
は

当
然
の
こ
と
で
す
の
で
、
と
う

と
う
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時

に
肩
車
に
乗
る
と
い
う
考
え
方

に
し
た
い
も
の
で
す
。
一
方
で
、

支
え
手
側
も
祖
父
母
や
親
へ
人

と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
や
運
動

な
ど
介
護
予
防
を
お
勧
め
下
さ

い
。介

護
や
介
護
予
防
の
ご
相
談

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

の
で
は
な
く
、
支
え
手
に
回
る

こ
と
が
大
事
で
し
ょ
う
。

町
に
は
元
気
な
高
齢
者
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
長
年
の
経
験

「支えられる」側から「支える」側へ

■出張健康相談・健康講話

保健師が、自治会や地域のグループ

の会合に出向いて健康相談や講話を行

います。希望日の１カ月前までに保健

福祉課へ申し込んでください。

テーマ 血圧管理・メタボリックシン

ドローム対策・認知症の予防

など

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ス
マ
イ
ル
」

こ
ん
に
ち
は
、
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
ス
マ
イ
ル
」
で
す
！

町
主
催
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講

し
て
、
活
動
を
始
め
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
町
主
催
の
介
護
予
防
教
室
の

講
師
の
補
助
。
安
心
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
に
教
室

が
進
む
よ
う
、準
備
や
運
動
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
均
年

齢
は

歳
。

人
で
月
に
三
回
程
度
活
動
し
て

６７

１０

い
ま
す
。

参
加
し
て
い
る
高
齢
者
の
「
こ
こ
に
来
る
の

が
楽
し
み
。」「
あ
り
が
と
う
。」
と
い
っ
た
言
葉

が
活
動
す
る
上
で
喜
び
や
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。忙

し
い
中
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

必
要
と
し
て
く
れ
る
場
所
が
あ
る
こ
と
は
生
活

に
張
り
が
出
て
自
分
自
身
の
元
気
や
生
き
が
い

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
何
か
始
め
て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い

る
方
は
、『
社
会
貢
献
・
人
の
た
め
に
』
と
気
負

わ
ず
に
、
ど

ん
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
も

気
軽
に
参
加

し

て

み

る

と
、
新
し
い

発
見
が
あ
る

と
思
い
ま
す

よ
。

■ボランティア養成講座を予定しています！

平成２９年１月５日～毎週木曜日６回コース

１１ ２０１６.１０ 広報かわづ

１
日時 １０月３０日(日)９時３０分～１４時

場所 河津桜観光交流館駐車場

河津ふれあいまつり
まちのいいもの・魅力再発見

■出店予定

地場農産物の直売

河津特産品コーナー

とんとんコーナー（子どもたちの日曜大工）

かんなくずプール

健康コーナー（福祉関係団体の出店）

地震体験車

新城市商工会コーナー

商品半額交換市など

■ステージ予定

第２５代ミス伊豆踊り子披露

ダンス、音楽演奏など

２

恒例の伊豆の踊り子による投げもち

子どもに人気のとんとんコーナー(昨年）

2016秋のイベント inKawazu

第３５回河津町民文化祭

展示部門 舞台部門

問まちづくり推進課 緯３４－１９２４

問町文化協会事務局 緯３２－００７０

日時 １１月６日(日)

１２時～（１１時３０分開場）

場所 南小学校体育館

■出演予定

フラダンス、舞踊、子ども太鼓、箏の演奏、バ
こと

ンド演奏、インディアンフルートの演奏、津

軽三味線の演奏、空手演舞、河津中学校吹奏

楽、稲取高校吹奏楽、ストリートダンス、南

中ソーランなど

日ごろの練習成果を発表

日時 １１月３日(木)～４日(金)

９時３０分～１６時 ※最終日は１５時まで

場所 南小学校体育館

■出品予定

文芸、書道、水墨画、絵画、油絵、手芸、海藻お

しば、押し花、草木染め、陶芸、工芸、木彫、裂

き織り、写真、版画、短歌、俳句、フラワーア

レンジ、ハワイアンキルト、エコクラフト、

絵本、ペーパークラフトアート、お茶席（３日

のみ）、体験コーナー（４日のみ）など

多彩な作品が並びます
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２０１６.１０ 広報かわづ １４１５ ２０１６.１０ 広報かわづ

①７/３０チェーンソーで丸太切りに挑戦（ふるさと緑の少年団）
②７/３０木の年輪について学ぶ（ふるさと緑の少年団）
③７/３０のこぎりを使って木の玉切り（ふるさと緑の少年団）
④９/１０木のクラフトづくり（遊び名人塾）

小
学
４
～
６
年
生
が
参
加
す
る

「
ふ
る
さ
と
緑
の
少
年
団
」
夏
休

み
里
山
野
外
活
動
キ
ャ
ン
プ
が
、

７
月

日
・

日
に
か
け
て
、
河

３０

３１

津
バ
ガ
テ
ル
公
園
で
行
わ
れ
、
体

験
・
観
察
活
動
と
し
て
、「
風
土
の

森
」
で
里
山
か
ん
ば
つ
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
参
加
者

人
の
う
ち

４２

代
表
の
２
人
が
、
い
な
ず
さ
林
業

（
山
本
法
夫
代
表
）
の
指
導
に
よ

り
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
間
伐

を
体
験
し
、全
員
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

と
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
た
木
の
玉
切

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
初
め
て
手
に
す
る
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
音
の
大
き
さ
や
、
丸
太

が
切
り
落
と
さ
れ
る
速
さ
に
驚
い

た
様
子
で
し
た
。
の
こ
ぎ
り
を
に

ぎ
る
と
、「
お
父
さ
ん
が
大
工
だ
か

ら
」
と
器
用
に
使
い
こ
な
す
男
子

も
い
て
、
思
い
思
い
に
木
の
感
触

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

玉
切
り
に
さ
れ
た
木
は
、
小
学

２
～
３
年
生
が
参
加
す
る
「
遊
び

名
人
塾
」
も
の
づ
く
り
教
室
で
木

の
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
に
利
用
し
、

２
団
体
の
コ
ラ
ボ
が
実
現
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
木
を
手
に
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
木
の
年
輪
を
数
え

な
が
ら
、
森
林
の
持
つ
役
割
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ふるさとの木を利用してコラボ

「ふるさと緑の少年団」×「遊び名人塾」

生涯学習情報

HHAHA・・TSTSUU・RA・TS・RA・TSUU
NO.４１

２０１６秋号

■編集・発行 河津町教育委員会社会教育係 緯３４－１１１７FAX３４－０２９５ E-mailkyouiku@town.kawazu.shizuoka.jp

古文書入門講座
（７/７～８/４）

「古文書入門講座」を開講し、１４人が

参加しました。講師は、下田市史編さ

ん委員の髙橋廣明さん。ことばの読み

方から時代背景まで、古文書の基礎を

学びました。

楽しいパステル画教室
（９/１５～１０/１３）

「楽しいパステル画教室」が開講し、

２１人が参加しました。講師は、絵画教

室を主宰する土屋知美さん。淡い色調

が特徴の人気のパステル画を自由に描

きながら楽しく学びました。

～受講してみませんか！～

パソコン教室
（平成２９年３月開講）
暮らしに役立つパソコン入力につい

て学びます。楽しみながら学べる講座。

河津町教育講演会

あの「行列のできる法律相談所」か

ら菊地弁護士がやってくる!!

《講演テーマ》

仕事も家庭も一生懸命
～菊地流ワークライフバランス～

《講師》

菊地 幸夫 (きくちゆきお）

【と き】

平成２８年１１月２１日（月）
１３時３０分～

【ところ】

南小学校 体育館

【入場料】無 料

講師プロフィール

弁護士（第二東京弁護士会）。番町法

律事務所。中央大学法学部卒業。元司法

研修所刑事弁護教官。現在、社会福祉法

人練馬区社会福祉事業団理事も務める。

また、日本テレビ「行列のできる法律相

談所」及び「スッキリ!!」にレギュラー

として出演。2013年末には、「スッキリ

!!」の司会者加藤浩次氏とともにギネス

世界記録を樹立。弁護士業務の傍ら体力

作りにも勤しみ、各地のトライアスロン

大会へも出場。地元小学生のバレーボー

ルチームの監督等も務めている。

地
域
に
広
が
る

家
庭
教
育
支
援
員
！

静
岡
県
下
に
は
、
安
心
し
て
家
庭

教
育
を
行
え
る
よ
う
専
門
ス
キ
ル
を

学
ん
だ
約
２
０
０
人
の
家
庭
教
育
支

援
員
が
家
庭
教
育
学
級
な
ど
で
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
河
津
町
の
支

援
員
は
松
下
れ
い
子
さ
ん
（
前
さ
く

ら
幼
稚
園
園
長
）。
子
育
て
講
座
や
子

育
て
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

①

②④

③

さくらアカデミー

Neｗ
!

親子やきものづくり教室
（８/２０）

河津中学校美術室で「親子やきもの

づくり教室」が行われ１２組３５人の親子

が参加しましました。河津町陶芸同好

会（杉井啓子代表）の指導で、マグカッ

プやお皿など思い思いの陶器を製作し

ました。作品は、１１月の町民文化祭に展

示する予定です

～親子で料理を楽しもう！～

親子料理教室
（平成２８年１２月開催）
町健康づくり食生活推進協議会のみ

なさんと親子で料理を学ぶ講座です。

と き １２/１０(土）９時３０分～

ところ 保健福祉センター２階調理実習室

講 師 町健康づくり食生活推進協議会

～スポーツの秋、してますか！～

秋の健康体操教室
春好評の健康体操教室の秋バージョ

ンがついに開催します。

と き １０/１７～１１/７（毎月曜）

１９時～２０時３０分

ところ 南小学校体育館

講 師 齋藤文子先生

（若がえり教室だんだん代表）

親子やきものづくり教室

▲熱心に作陶する参加者

▲パステル画の技法を学ぶ

▲古文書を広げる講師

予告

予告

予告

秋のスポーツ教室

▲さくら幼稚園家庭教育学級『春風』での講座



長
野
で
エ
ス
テ
ル
ー
ム
「
m
o
t
e

マ

ザ

ー

t
r
」
を
経
営
さ
れ
、
着
物
リ
メ
イ
ク

作
家
を
さ
れ
て
い
る
松
井
真
理
さ
ん
。

着
物
と
は
、
一
生
の
う
ち
に
使
っ
て

も
二
、
三
度
。
そ
れ
な
ら
、
普
段
は
着

な
い
着
物
を
エ
プ
ロ
ン
や
普
段
着
に
リ

メ
イ
ク
し
た
ら
、
素
敵
で
身
近
な
も
の

に
な
る
の
で
は
？

と
思
い
、
着
物
の
リ

メ
イ
ク
の
仕
事
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
着
物
の
リ
メ
イ
ク
を
メ
イ
ン

で
行
っ
て
い
ま
す
。
製
作
は
型
紙
を
使

わ
ず
、
こ
の
着
物
な
ら
ど
う
い
う
も
の

を
作
っ
た
ら
い
い
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
作
る
そ
う
で
す
。

着
物
は
、
代
々
受
け
継
が
れ
る
も
の

も
多
い
た
め
、
大
切
に
作
っ
て
大
切
に

着
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ
の
人
が
輝

い
て
見
え
る
も
の
、
気
に
入
っ
て
着
て

帯をリメイクしたバック

も
ら
え
る
よ
う
な
物
を
作
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

松
井
さ
ん
は
地
元
長
野
公
民
館
で
月

2
回
リ
メ
イ
ク
教
室
も
開
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
品
は
、
河
津
桜
ま
つ
り
の
時

に
は
バ
ガ
テ
ル
公
園
、
連
休
な
ど
に
は

長
野
公
民
館
や
観
光
交
流
館
に
も
展
示

を
し
て
い
ま
す
。

リ
メ
イ
ク
し
た
作
品
を
手
に
し
た
お

客
さ
ま
の
笑
顔
を
見
た
と
き
や
、
作
品

を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
と
ふ
れ
あ
え

た
と
き
が
一
番
う
れ
し
い
瞬
間
な
の
だ

そ
う
で
す
。

こ
の
機
会
に
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る

お
気
に
入
り
の
着
物
を
身
近
に
使
い
た

い
と
思
わ
れ
る
人
は
、
一
度
松
井
さ
ん

に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

河
津
中
学
校
で
実
施
さ
れ
た
自

衛
隊
と
の
会
場
型
訓
練
。
今
年
は

平
日
に
当
た
っ
た
た
め
、
中
学
生

１
８
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
毛

布
だ
け
で
作
る
担
架
。
ラ
ッ
プ
を

使
っ
た
止
血
。新
聞
紙
と
タ
オ
ル
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
で
で
き
る
腕
の
固
定
。

生
徒
達
は
身
近
な
も
の
を
使
っ
て

で
き
る
応
急
救
護
方
法
に
感
心
し
、

真
剣
に
訓
練
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

災
害
は
起
き
て
欲
し
く
な
い
も

の
で
す
が
、「
い
ざ
」
と
い
う
時
に

使
え
る
知
識
を
た
く
さ
ん
の
人
で

共
有
し
、「
自
助
・
共
助
」
の
意
識

で
地
域
を
守
っ
て
い
く
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
ｃ
）

着物リメイク作家

松井 真理さん
まつい まり
長野 ４８歳
着物の魅力を伝えたいと６年前から古い
着物や帯を洋服やバックなどにリメイ
クする着物リメイク作家として活躍。
年に数回、町内外で個展を開催してい
る。

８月２７日、２８日の２日間で、今年

で１４回目となるFISサマーグラン

プリジャンプ白馬大会が開催さ

れました。また、NBS杯女子白

馬サマージャンプ大会（ラージ

ヒル）も同時開催され、国内女

子のトップ選手たちも出場しま

した。

今回は、男子においては初日

に竹内択選手が２位に入り、２日目

には竹内択選手が優勝という素

晴らしい成績を収めました。

また女子においては、伊藤有

希選手が日本女子のエースらし

い素晴らしいジャンプで優勝を

飾り、３連覇を果たしました。優勝を喜ぶ竹内選手

姉妹都市長野県白馬村通信

FISサマーグランプリジャンプ
白馬大会２０１６

■発行 河津町役場 〒４１３－０５９５静岡県賀茂郡河津町田中２１２－２緯０５５８－３４－１１１１ ■編集 まちづくり推進課 ■（有）サン印刷
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着
物
の
魅
力
を
広
め
た
い

【
取
材
】
田
島

禎
之
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）
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